平成１６年度　芸術教育実技講座（小学校図画工作科実技）資料　2004/08/09-10

実際の授業への展開例　　　　　　　　　　　　　　山城小学校教諭　　日岡健二作成
１　題材名　くつろぎの時を照らすランプシェード　　A表現(2)
２　題材の目標　
  ・和紙を使った造形活動をとおして，造形表現の楽しさや自己実現の喜びを味わう。
　・感性や創造力を働かせて用途や機能，使用する者の気持ちなどを考え発想し構想する。
　・用と美の調和を考え，感性や美意識，造形感覚などを豊かに働かせながら表現する。
３　題材の評価規準                        
<美術への関心・意欲・態度>
・課題意識をもって主体的に取り組み，自己実現の喜びを味わおうとする。
<発想や構想の能力>
・用途や機能，使用する者の気持ちなどから発想し，自分らしい構想を練る。
<創造的な技能>
・感性や造形感覚を働かせて表現し，適切な材料や技法と道具の用い方などの基礎的技能を身につける。
４　指導計画（全６時間）
＜第１次＞題材名や補充提案などから，表現の思いを持ち，表現の思いをもとにつくりたいもののイメージを思い描く。　　　　　　　　　　　　　　……　１時間
＜第２次＞造形感覚を働かせ，自分なりの表現方法で成型する。　　　　……　２時間
(本時２/２)
＜第３次＞加飾の方法を知り，形と色とが効果的に表現できるようにする。……１時間
＜第４次＞ランプシェードの台座部分をつくり，光を入れ，作品を鑑賞する。…２時間
５　本時
(1)目　標
美しさ，用途や機能，使用する人の気持ちを考え，自分の表現へのこだわりをもって創意工夫し，ランプシェードをつくることができる。
(2)展開
	    　 学習活動
	 指導上の留意事項
	 　学習活動における

具体的な評価規準（Ｂ） 
	 　評価方法

	○本時の学習課題を知る。

	○前時の活動をふり返り，自分の思いや自分なりのつくり方が生かせるよう助言する。
	　Ａ表現(2)イ
自分の表現意図や表現方法を確かめ，よりよいものにしようと構想する。　　　　　　　　　
Ａ表現(2)ウ
美しさや用途，機能を考え，ライトアップの効果が生かせるように表現を工夫する。
	・観察，聞き　取り
・作品
・自己診断　　カード

	· 自分の思いを生かして，工夫してランプシェードをつくる。

· 本時の学習を振り返って，カードを記入し，次時の学習活動を知る。 
	· 机間巡視して，発想を引き出す支援や技能でのトラブルの解消方法を教える。


	
	


	イ
発想や構想の能力
	試行錯誤や創意工夫をしながら，自分のイメージを深め広げ発展させてよりよいものにしようとしている。
	Ａとする状況

	
	　

表現への思いがふくらむように，多様な表現方法を体験させる。参考作品や表現を試させた試作品に灯りをともして見せると，ランプシェードから放たれる光の効果が実感できて意欲につながる。
	Ｂとするための支援


	ウ

創造的な技能
	　　美しさや用途や機能などを考えながら，創造的な技能を十分に働かせて，創意工夫して表現しようとしている。
	Ａとする状況


	
	　　素材の特性や用具の使い方，加飾などに関わる基礎的な技能を個人の現在の技能に応じたことから試させる。

自分の構想していること，ライトアップの効果が生かせるように意図を汲み取って，必要な技法習得の支援をする。

	Ｂとするための支援
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